がん哲学外来実施結果 : アンケート集計結果の概要（総合研究所News : 2013年度 聖学院大学総合研究所主催 : 臨床死生学研究講演会） by 聖学院大学 総合研究所
がん哲学外来実施結果 : アンケート集計結果の概










がん哲学外来実施結果 : アンケート集計結果の概要（総合研究所 News : 
2013 年度 聖学院大学総合研究所主催 : 臨床死生学研究講演会） 
Author(s) 聖学院大学総合研究所 

















聖学院学術情報発信システム ： SERVE 






























































































































































・to do より to be （存在）が人間性ではとても重
要である。というお話し、全くその通りだと感
じた。
・勉強不足でよくわかりませんでした。休憩後の
質疑応答で、何となく理解でき、勇気がわいて
きました。ありがとうございました。
・聞き取りにくいところがあったのが残念です。
　〝他人の必要性に共感する〟ゆとりと愛情と経験
なしには出来ないことだと思いながら伺ってい
ました。人間的に熟成した者になって少しでも
人のお役に立てたらと願っています。人とのコ
ミュニケーションにもとても役に立つと思いま
した。本当にありがとうございました。
・自身の問題を考えるひとつのきっかけになった
と思います。ありがとうございました。
・多岐にわたる取り組みをしてこられたことをわ
かりやすく、また、ユーモアを交えてお話しく
ださり、とても胸に染み入りました。スライド
資料を少しでも配布していただけると、さらに
勉強が深められて良かったと思います。「場作り」
について、大学でも考えられたらと思います。
そのための示唆をたくさんいただきました。あ
りがとうございました。
・すばらしいお話しありがとうございました。質
疑応答の先生のお答えが胸に響きました。
・本当にありがとうございました。ユーモアがあ
　り、聞くほうも楽しくなりました。
・とてもいい勉強になりました。ありがとうござ
います。
・よいお話を聞くことができ、感謝しております。
・今日はありがとうございました。
・「がん哲学外来」についてもう少し整理して話し
ていただきたかった。
・時間の関係でしょうか、早口で少々聞き取りに
くかったです。
自由意見
・また、「がんと共に生きることとスピリチュアル
ケア」についての講演会やシンポジウムをリク
エストしたいです。
・私自身はがん宝くじに 4 度当たりました。周り
の人にどうしてそんなに元気なの？と言われて
いますが、泣いて暮らすより、笑って暮らそう
と思っています。患者さんにはさりげなく関わ
ろうと思っています。
・今日はありがとうございました。先日、訪問看
護で告知された方に寄り添いながら、社会性や
関係性が遠ざかっていってしまう寂しさを話さ
れた方にその信条にとても心を打たれました。
それぞれの場面で私達も学ばされている事に気
がつきます。
・樋野先生少しおやせになったような気がします。
日本全国だけではなく、海外までと忙しい日々
を送っていらっしゃるからだと思います。お身
体が守られますようお祈りしております。
・聖学院のプログラム、また参加したいと思います。
・このような機会を今後ともよろしくお願いいた
します。
・大変参考になり、励まされました。
・質疑応答、役に立ちとてもよかった。
講演者：樋野興夫教授
